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大
学
に
お
け
る
放
射
線
安
全
管
理
が
社
会
的
に
要
請
さ
れ
た
背
景
が
あ
り
、
北
海
道
大
学
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
全
国

で
六
番
目
の
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
と
し
て
一
九
七
八
年
四
月
一
日
付
け
で
設
置
が
認
可
さ
れ
た
。
一
九
七
八
年
四
月
に
、
セ

ン
タ
ー
長
と
助
教
授
が
発
令
さ
れ
た
。
医
学
部
北
研
究
棟
の
側
に
あ
る
放
射
性
同
位
元
素
セ
ン
タ
ー
に
準
備
室
が
設
置
さ
れ
新
築
の
準

備
が
進
め
ら
れ
た
。
建
築
は
文
部
省
札
幌
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
。
科
学
技
術
庁
（
当
時
）
の
認
可
が
下
り
る
よ
う
な
建
物
で
な
け

れ
ば
工
事
の
着
工
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
先
発
の
セ
ン
タ
ー
を
参
考
に
し
て
現
在
の
平
面
図
を
決
め
、
使
用
す
る
放
射
性
同
位

元
素
の
核
種
や
数
量
を
決
め
、
承
認
申
請
に
必
要
な
放
射
線
安
全
管
理
の
計
算
を
行
い
、
科
学
技
術
庁
の
内
諾
が
得
ら
れ
た
の
で
六
月

に
工
事
を
着
工
し
、
一
九
七
九
年
三
月
に
竣
工
し
た
。
建
築
に
要
し
た
費
用
は
、
建
築
費
二
億
八
〇
〇
〇
万
円
、
設
備
費
一
億
五
〇
〇

〇
万
円
、
電
気
設
備
費
七
〇
〇
〇
万
円
、
計
五
億
円
で
あ
っ
た
。
一
九
七
八
、
七
九
、
八
〇
年
度
に
わ
た
っ
て
計
二
億
円
の
設
備
充
実

費
が
配
当
さ
れ
、
放
射
線
測
定
器
な
ど
を
整
備
し
た
。
同
年
十
一
月
十
二
日
に
科
学
技
術
庁
か
ら
の
使
用
承
認
証
が
交
付
さ
れ
、
十
二

月
三
日
に
今
村
成
和
学
長
を
迎
え
て
セ
ン
タ
ー
の
五
階
講
義
室
で
落
成
式
を
行
い
、
一
九
八
〇
年
四
月
一
日
に
使
用
を
開
始
し
た
。

一
九
八
〇
年
度
に
助
手
が
配
備
さ
れ
少
人
数
で
船
出
し
た
。
文
部
省
か
ら
セ
ン
タ
ー
の
み
な
ら
ず
全
学
の
放
射
線
管
理
を
も
指
導
す

る
よ
う
に
要
請
さ
れ
た
が
、
学
内
的
に
は
一
三
番
目
に
設
置
さ
れ
た
後
発
放
射
線
施
設
で
あ
り
理
解
を
得
ら
れ
な
い
時
期
が
あ
っ
た
。

と
に
か
く
ス
タ
ッ
フ
は
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
た
。
一
九
八
一
年
度
に
技
官
、
つ
い
で
一
九
八
二
年
度
に
技
官
が
配
備
さ
れ
、
現
在
の
陣

容
が
整
っ
た
。

一
九
八
九
年
に
学
内
の
放
射
線
障
害
予
防
規
程
が
改
正
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
の
立
場
が
規
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
学
内
で
の
責
任

も
重
く
な
っ
た
。
一
九
九
六
年
度
に
放
射
線
管
理
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
全
国
で
最
初
に
整
備
し
、
全
学
の
放
射

線
管
理
を
一
元
化
す
る
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
た
。

今
後
、
環
境
保
全
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
。
放
射
性
同
位
元
素
の
新
し
い
利
用
や
管
理
技
術
の
発
展
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら

も
学
内
の
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
我
々
の
努
力
も
必
要
で
あ
る
。

（
執
筆

大
西
俊
之
）
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